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㉖もし、私たちが真理の知識を受けた後にも、故意に罪を犯し続けるとすれば、
罪のためのいけにえは、もはや残っていません。

㉗ただ残っているのは、審判と敵対する者たちを焼き尽くす激しい火とを、
恐れつつ待つことだけです。

㉘モーセの律法を破る者は、二、三人の証言に基づいて、
情け容赦なく死刑に処せられます。

㉙まして、神の子を足げにし、自分が聖なる者とされた契約の血を汚れたものと見なし、
その上、恵みの霊を侮辱する者は、どれほど重い刑罰に値すると思いますか。

㉚「復讐はわたしのすること、わたしが報復する」と言い、また、
「主はその民を裁かれる」と言われた方を、私たちは知っています。

㉛生ける神の手に落ちるのは、恐ろしいことです。
32あなたがたは、光に照らされた後、
苦しい大きな戦いによく耐えた初めのころのことを、思い出してください。

33あざけられ、苦しめられて、見せ物にされたこともあり、
このような目に遭った人たちの仲間となったこともありました。

34実際、捕らえられた人たちと苦しみを共にしたし、また、自分がもっとすばらしい、
いつまでも残るものを持っていると知っているので、
財産を奪われても、喜んで耐え忍んだのです。

35だから、自分の確信を捨ててはいけません。
この確信には大きな報いがあります。

36神の御心を行って約束されたものを受けるためにには、忍耐が必要なのです。
37「もう少しすると、来るべき方がおいでになる。遅れられることはない。
わたしの正しい者は信仰によって生きる。もしひるむようなことがあれば、
その者はわたしの心に適わない」
しかし、私たちは、ひるんで滅びる者ではなく、信仰によって命を確保する者です。
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ただ残っているのは、審判と敵対する者たちを焼き尽くす激しい火とを、恐れつつ待つこ
とだけです。　モーセの律法を破る者は、二、三人の証言に基づいて、情け容赦なく死刑
に処せられます。
まして、神の子を足げにし、自分が聖なる者とされた契約の血を汚れたものと見なし、そ
の上、恵みの霊を侮辱する者は、どれほど重い刑罰に値すると思いますかp$
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「復讐はわたしのすること、わたしが報復する」と言い、また、「主はその民を裁かれる」
と言われた方を、私たちは知っています。生ける神の手に落ちるのは、恐ろしいことで
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QFW?W@TY�Rh;²Õ8aZXYZEZ0FZn?W@TQR,ÚRR'34p

3©F|a*ÖvpPQ`Kª*WÇ'Ü�'¡J\]^Qhµ7Y,aÚFõ\©ê�
03JVgOpYKY8¦ñ0F){*P^7v;ÖvpPQ`Kn,'«P*�\0F
¹^QRYR7834p¦ñ0¬'­3Ð8aZ» \ìíYR'3478F«x®v¸
©Y,aÚFL7b¯Z-©'*¹ ^QR-N,3©YR'34p251 
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'np|']iYÝU*ª«\ÔÕf-G;E3JY7^ZY8ÚFsZt0©0Ö´\
Y^QPViF¬'­3X-ªz'µ\¶^QPViph|']iYG;EGG30mT
8aQRV4p


33346

あざけられ、苦しめられて、見せ物にされたこともあり、このような目に遭った人たちの
仲間となったこともありました。実際、捕らえられた人たちと苦しみを共にしたし、ま
た、自分がもっと素晴らしい、いつまでも残るものを持っていると知っているので、財産
を奪われても喜んで耐え忍んだのです。

ÇEKn�-¼½'²FÇEP@PQÅ8a-}�'©'*Q@�gQµ,-ÜÝU\°
JQR-G;*cÕ8a-78G|FG'�'ûüF·F¸¹'<\ºx;0PVgOp
XYZEZ0=\|']i\°JQzVPZpVZ|']i\°JQR-¦x*F»v*
©^Q:VPÂ,QzVPZpcÉ;0|']iYG;Y'34p


356F
だから、自分の確信を捨ててはいけません。この確信には大きな報いがあります。

GG3~L0FW�Rh;RiM­*±^QRV4pW¼½h;M^Z¨ERR7©Pa
VgOEF|a*P^7vcÕQFLE�GÈi;Ô-VYR3FÜM\Ú^Q°JQ�
KG;F45\7Õv~RQ°JQzZXYZEZE?ÖFRSTU'ÜÝU'ÜM\4
WQ*¾PQ°J-;RiG;G|EI{Y'34p|'�*P^7v12lK°J¢R
Q�KG;*°Æ8aQRV4p


366F
神の御心を行って約束されたものを受けるためには、忍耐が必要なのです。

cÉ0FRSTU��vT78Üú*µRZG;*cÕF|'Üú\°J-'EI�3X
-;÷¥\F|'ÜúE¿À�a-@*cÕQ°JÂ,-G;EI{Y'34psZt0
12lKÖ-G;EY7Y73JYR3F4¿\¯RMÍEy-G;*¨ÀPV4p0\
º%�é\ÅRQWÇE`TQKn�^Z%&h\0FÉ;OË;M^QRRK8RWI
¿ÁìÂh;Ri��T�¥Ã�E±NaQRV4p

|a0FW|'{Ä0_\�V^QRQÅ\0ÀÆ4-,aËFé 0¿À\d7^Q¢
aQR-pYNv'@\|a0¿À4-EF|aV30ÀtÂ,FyRÂ,-G;E°Æ
8aQR-h;ñé�a-OP\ÂR8a-G;Ejk\>R'34p253 

sZt0wxYG;*FYNv'@\30YKF?4¿F6ZR;oRV4�?6Q?c
Õ8aY7^Z8FËiPQYNv'{Ä\ÇUE7,8a]i7FYË;MRV4EF
|i30YR'34p

G'~L©|i34EFW�ÑæÈÜ'cÉh*4ÉKI{\PQRV4p|a0ÅÅ]
|ÿ~'ßÊEXvV4p
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ÿ~�0FB�â§EúK6TYRG;*cÕÂ,ZFp|'G;EcÉ\ÅRQ0I{
Y'n;MÅi;PQRV4p

WXYZEGa78�^QÍm4-Ö*�Î\`T-78F|'Ö\d7^QË¿tY�
Rh;Ç0MNa-'34EF|'¥0Vn£\0�Ë©ERYR'3478F�ÎYË

RYRN,34pÍc'|oEØ'H\©Ö©Ö;�G^QzZ¥FÇ0�ÑæÈÜ\²
Õ8a-WÅ�0?¿^QF�'�\6QR-aRøÏ*Ð\Ñ\e\Ò\áÊ\ÅJÓ
VNvY�RpÅ�'ÅJÓ^Z;GÈ0úCÅ�'�Î\`T]ih;p3©|iMN
aZ¥\©�Ë©ERY7^Zp,\Ç0WG'ÔÕ'Ô']i\Å�'�Î*ÖÖPQ
Ö-h;©MNaZF3©£0×©F�Ë©ERYR56Y'34p


P7PF�ÑæÈÜ0Ç'M­*cÕQ|'øÏ*�JØ^Z'34pÙFÇ0C\¡7
aQÚ*ÉEgFX'Û'Ú']i\Å�'�Î*ÖÖPQÖ-;MNaZ¥\©F�Ë
©0RY7^ZpÖEQF£EÜÝ\�PZ¥FÞÆQFÇ78ßN�aZ¦EzQF
Wz '?Ä�?@30YR'34)FÅ�\�Ë©E`T8a-h;=e-'34p
W?h;MNaZ8FcÕZ7©PaVgOF`T8a-G;E|G3D7-N,347

8p,aË©�ÑæÈÜ0|a3©cÕZp|iRiúK�â§'6TYRFáDZt'
k:30|']iYG;E�G-7Ëi7'�â§0(vYKàQ\�RF|']iYé
ê\åPQ©WÇ'ÜMY'n78F|iY-;cÕQÀtÂ,Zh'34p


åÑæ�¦D'îá\]aÚW£012*pPZp|aE�ÑæÈÜ'cÉEK;ÊÆ

8aZßÊn^Z'34h;M^QRV4p


sZt0ÀQYR§âEXvV4pãK6gQKn�RFãKMÞ*yPQKn�RFã
KãK��;p;GÈEFÇEãKMÞ*ÅyP\Y^QRZ8FÅ|8Ks0XNaY
7^ZnÈi;o^QRV4p|aED7^Z¥FBÇEÀ^QRQKn�-12FEs
'Ø'H\@N^QzZ'34p|PQFÇE`TQKn�-©'*m-ZÆ'12*ª
«\¹tÂ,-G;0F;Q©I{YG;n;oRVPZp255


37386F
もう少しすると、来るべき方がお出でになる。遅れられることはない。わたしの正しい者
は信仰によって生きる。もしひるむようなことがあれば、その者はわたしのこころに適わ
ない。

Ga0WÈä��éå5h'M­''"34p

|'ÜM0WÇE?V3\Y�^ZH3FsZt\æ�aZcÉ'Îë\ÅRQFÜMp
v\êçY�8Y7^ZG;EX^ZnÈi7h|'G;*oR�G�gV4pÇ0�T
æv+'è*G]yPWNZPEXYZ*éOnh;MNaZ;<FÅé]Kn�^Zx
3*âxYü3yRÂ,FÍZPQKn�^Z30YR7pXYZZt0L�©L�©%
&*ê^Z'\F­T�|a*ëRYE8Ü%&*ìvpPQKn�^Z30YR7p|
'Ü%&'íRcî§*ï^QUaÚFÇEZ�^ZG;0��ÀÆ4-;D7-0�3
0YR7p
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Án78G|FG'cÉ\]^Q°J-'n;cÕpPQ°JQ`Gi30YR7pP^
7v;Ç*cÕ-cÉ*yRpPQFYNv'@F[\]^Q¼½'²\r-G;E`-
�aQR-F|'ÝUE¿À4-G;*�ðPQFÔZ[J\?@*°JFñ@*ÅO3
`Gi30YR7ò;~L0G]7,-'34p


396

しかし、わたしたちは、ひるんで滅びる者ではなく、信仰によって命を確保する者です。

"óô5V3'MÞEFGG\yQz-N,34p

sZt0?@;Ri@*F$;Ri2]\d^Q\°J-'30YKFÇ'Ü%&'¼½
'²'ZÆ\°J-psZt0áª\]^Q|'²*m]i;4-'30YKFcÉ\
]^Q|'²*m]i;PQR-'np�tFÁÇ'Ü%&h\4WQ*õ¬QF|G\
4WQ'�ö*>JF4WQ'ÇU*7,Q°JQ`KF|'¥\G|FsZt0÷t-
G;'YR¼½'²'}�*FÁ?hG'�\ÅRQ©INiG;E`-�a-'np


WPxT��'éRZé)'H\©|']iYG;EyQzV4p

W|G30¿úYÇ'ú\Ú^Q°JF¿úYÇ'ú*ÅU¢RQFXYZEZEÇ'�
Æ*µKY8ÚF|'�Æ'ÜÝU\]^QFò¥'[];|'øR*F?F°JQR-
G'Ö<'�ù\ÅRQ�INR4-G;E3J-'n�|'G;G|EF�Æ8aZL
'L]v'"PY'nph;M^QRV4p

~VvFÁÜ�'k,*µRQFRSTU'Üú\°J-cÉ*ñb\PF|a*ú87
\ûü\D~G;\]vFò¥'[];|'øR*INiG;E`-�a-@*FQ\ý
T]i30YR7h;RiG]7,EY�aQR-'34p


GaV30|'HI3Wû%�\FX-R0Fº%'45\þ8PYE8hcÉ'|o*
STQzVPZpí'115780F|'cÉEª«\XYZ\;^Q[]\YvFsZt
\;^QÿR\YvF¼½'²*¿ZPÆ-\0ËiRi°J¨*PZ8]R'7F|a
\0ËiRiÇ'yz{EX^Z'7*F>ºýê�\!RQ`Gi;PQRV4p


~L0F?V3'>ºiPRW45;'å"\]^Q�NaZû%�YcÉÞh\åP
QF?�0W]výê�Yê#�YcÉ;0L7h'$ñ*�ÆQ�KN,34p

|']iYHI3F?@'V;Æ;PQFWG'cÉ\°J-'0FYNv'@\d,Q

°J-G;\HIEX-;Ri%*F©i}�bÊ4-�&EX^Z'nh;oRV4p


sZt\;^Q0F?'G'¥\[]EX-7YR70FI{Y|o30YKFWYNv
'¥'[]*'?(Ëi+,öÆQ°JQR-7E½&Y|oY'nh;�^QR-N,
'34psZt'cÉ¦°'¨d§EFR~3©W)]['zZv*i@h\d,8aQ
RY,aÚHI*¹ZYR'nF;RiG;*P^7v+TQÅJZR;oRV4p


kÞ\t�^;�������'G;*Å²PZ'34EF£¤EkÞ\���\,ß

�aZ'0F*US,�'Ã�'H3'STQRK;W_-.h;PQßN�aZ'3
4p|G3ª«\Vn6QRYRÖ/'¦x'ZÆ\áDEÙTQ�KG;E3J-'*
[];oRF���\X-*US,�'Ó0'Ê°;YvFÖEQ|G'0´\Y^QF
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£¤0|'» \ÞÆQ¸?KN,34p

P7©£¤0F|'Ã�'|on,30YKF«¥'���'}�'¦x'ñ\aE^

QRZFáDZt*úÆ-56\ÅKZÆ\0F7aZ©'�½¾¦YË�*8\>RQ
0R,YRF;Ri9:\åPQ;PR<v*ÔÕ-'34�


$On¦ñ;Ri'0F���'}�'=¤\ÅRQ07aQR-'34�n78$\

|i\Y-;FáD'>E7aQ0?vV478F¾¦*�@\¹ty4'34�>'H
\>7YR'34p|aE���}�=¤'k:Y'34�

$\|iY¦E£F�@\fQ>RQX-F|'56*6QF�������0Ø'H\
;PR�PU;AU*ÔÕZ'34�|PQF�@\BtfQ8aQR-$\|iY¦x
*uÆQW$L'ZÆ'>h*²-F|']iYÙ{*�ÆZ'34p


;GÈE*US,�'5CD30FÁ|a0£¤*���\,ß�gZ��\ENYR7
8ÊÆYRF|a0RSTU_'FF_¤'F30YRh;Mi'34�VPQÖ$\|
iY¦*��\èG6Q³k¨\WXYZ0ËiRi�H*PQÉPR347h;ÒK
;F|'¦0|'Ö/'¨53�H*Ö^QÉPR;MiN,3478F@�\©Y8Y
RF?_\©Y8YR;RiN,3Fú'ÊÆ8aYRpXa0sZt*US,�\02
IYRG;n78;MNaV4PF>K'���¦78©JUKNa-N,34p


W$L'ZÆ'>hX|G07aZ>Y'nF7aZL\ÙTQR-78FX'¦©

7aQR-'n;p|iRi9:'H3£¤0Ws0k©65'LM34h;RiG;E

���'¦x\D7-]i\;FáD'N'Ov)\!ª'P*raZ'34p|a0
Ws0k65'» 34h*ñNPQR-'Q(Y'34p

|iÖ^Q£¤E°JQRQ³nOnO=¤�YR7E_KY^QzZ'3F*US,�
_¤0£¤*CÆQ,ßPÀPFW_-.h78WSÁ.h\T4N,34p}Îè�*
¿Q-ZÆ\|iPZN,34,aË©F|']iYü3F)]*US,�'_¤0£¤
*+,raZN,34p}�0XOYÁJ0_¤\02IYR;�vfQZ'\��p


YNv'\J'@\F�vT04WQ'¦'ZÆ\���\]^Q|'wx*V^QKn
�^Z;4aÚ³W|'VR'ÝU*A8�aYR3$O3R^Z¦x\åPQFsZt
RSTUL0UPÿJE3J-'7h;Ri'E�������'`VY'34p|PQ
@ª\WX\R8^PÃ^Z¥\É^Z@¸YM­EXvV4p


WN$N$s'PQR-Ù{*î@RZKQ���'*+*,-\V3UT-'n^Z
8F|an,'YÂ;|an,'¥ñ*FXYZ'Z\» 4-*+*,-FXYZ'*
+*,-\±RY�Rh;pMRàTaÚFWXYZEZ0F[C�af\�aQR-¦
EZ\R-��3F|'¦'²'I��*�«4-ZÆ'éê\°JQRYRÕÃXvV
gO7p���V3N$N$zYKQ©F@ª\0|']iYÙ{0}]XvV4]h;
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|i30YKFáD'&DEcd�a]i;©FRSTU'Üú*°J]i;PZ;GÈ

\£¤'°J-HIF°J-ûüEX^Z'34pEFXVv|']i\0+,öÆ8a
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©''6¨ÖST¨\Z^evTrPQ°JQR-G;E>Rh;oRV4p|a0FR
STU'RS\ÛÎPKYRG;nF;�é0M^QRV4p?@'åÑæ�¦D'îá
0|'f*}PK±PQR-'34p


WRSTUÜá&E|G3°7�aYR]iY©''6¨ÖST¨F7�gh3X-Y8
ÚF|a0RSTU'ÜÝU*Èe\PQR-G;Y'nh;~L0MRV4p

sZt0G'M­*i'H\P^7v;jÆQÅRQ�7Y,aÚR,VgOpX-R
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O3Fs0PUÕU;|'G;*ÔÕVPZp


105V30X-HI30iPROPn^Z'34EF|'H78©i}�FW45;0L
Y'7h*ST-;J\FWJPQC78`T8a-©'30YKFBáDEáD'ZÆ
\áD*@A\4-ZÆ\lJ<e-©'FF|aEB45F3X-G;EmG�\>
Rh;A-'34p

W|iRi450F�L*\KZÆ'©'3XvFá8*K;ÊÆ-ZÆ3X-P7YR
G;*+TF|OY©'\î8YR3FRSTU'Üú\î-;CFÇ'Ü�\°J-�
0XvVgOh;RiG;*~L0�^QKaQR-'34p

|a3í'115'WcÉ;0h;RiÓ]'H3FG'|oEjk\ýê�Yü3æ�a
QR-G;*¨ÀPYE8F,\í#FsZt'Ó]*�ÆQ�JZR;oRV4p

(1997 9q13@)


'nLX;EJ(

?#©)!'op*PQµJFs\ß_PqKPQKn�RVPZp|'rs�Ê°t'
sc*WX;EJh;uPV4p


森容子先生

主のみ名を讃美いたします。

再度のご推敲有難うございます。

きめ細かいご指導、読み手にわかってもらおうとする熱意の篭った愛のわざに頭を垂れます。重
なる再校正の度に自分の甘さ、全く先生に頼り切ると言うより甘え放しに気づき、穴に逃げ出し
たくなります。第20回の仕上げが遅れましたのは、その過程で胸を裂かれる感情が出てきました
からです。「赦されるか。私のカタパテオー」と。
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受洗を授かり学生時代の熱心な教会生活の後、社会人になり50年に及ぶ怠慢な信仰生活、自分の
都合に合わせた教会生活を思い起こしながら、第20回に直面しております。


私の聖書の読み方の反省、全くお恥ずかいいというどころではありません。

このヘブライ人への手紙にしても、歴史のある一時期、特定の人々への手紙としてしか読んでいな
かった自分がいます。松山幸生先生のこの説き明かしを通して「我が事」として響いてきました。
晩年の松山先生の説教が私に迫ってきたように、更に深く、裁きの前におののかざるをえない自
分をみています。


㉖節から㉛節を読むともはや私には救いの回復は絶望的です。「私のカタパテオー！」


松山先生は20回の冒頭に今回の主たるメッセージを要約してくださっています。

「あなたがたが主によって既に与えられている確信を投げ捨ててはいけません」と。

35節では「自分の確信」となっていますが、「与えられている確信」という言葉に一縷の望みを
かけていいのでしょうか。


次に「キリストの贖いを信じるすべての人が救われることと、終わりの日に主は（信仰者を含
む）すべての人を裁かれるということがどうあなたの中で結びついているか」と。

「あなたは神の御恵みによって、既に救われている、救われた者は、内在する神の聖霊によって導
かれることによって、贖われた者らしく生きることが可能になる。それはキリストの愛を生きる
ように招かれているのと同じだ。にもかかわらず、愛を生きることができない。天国行きの切符を
貰っているのに失ってしまったら、天国行きの列車が来た時には乗れない。失われた切符を探し
出せば有効になるのだろうか。そうだ、ともかく、探し出そう。神様どうか、それを有効にして
くださいますように。」

32節からの著者の言葉に少し光が見えてくるようだ。洗礼を受けた時、心は燃えていたではない
かと思い出す。世間に溶け込めず苦しんだことも多々あった。そんな時祈ったこともあった。苦
しむ友に寄り添ったこともあった。頂いた確信をもう一度思い出しなさい。神様の忍耐にもう一
度希望を持ちなさい。神様は私が何度も何度も約束を破ったのに、絶えずそれを償いながら御約
束を守り通してくださった。その通りです。「その御約束の堅い信頼性を思ってみれば、神がな
さったことは必ず成就する」

思い煩いに止まり続けず、礼拝に励む。無心で励む。「ひるんで滅びる者ではなく、信仰によって
命を確保する者」になりたい。そう思い受難週を迎えます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2023年3月31日　　　　　小原靖夫。


以上をあとがきに代えて記しました。

これを書いていました折に先生からまたまたお励ましのメールを頂きました。

有難うございます。先生は私をすべておみ通しなさってくださっております。感謝いたします。

今できること、礼拝、聖書研究、祈祷会に励むこと。「与えられている確信」を確信することを
目指します。
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